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回
自
治
体
学
校
が
７

月
20
、
21
日
、
神
奈
川
県
内
で

開
催
さ
れ
、
日
本
共
産
党
区
議

団
全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。
２

日
目
の
分
科
会
で
、
私
は
「
保

育
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の
現
状
と
問
題
点

～
自
治
体
に
お
け
る
『
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
』
へ
向
け

て
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（Software

 
as 

a
 

Service

）
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
提
供
す
る
事
業
者
の

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
接
続
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
も
の
で

す
。 23

区
で
は
、
９
割
が
保
育
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
、
７
割
が

電
子
版
母
子
手
帳
を
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
Ｓ
ａ
ａ

Ｓ
で
す
。
渋
谷
区
で
は
、
保
育

園
の
事
務
作
業
全
般
の
支
援
や

保
護
者
と
の
連
絡
な
ど
に
使
わ

れ
る
「
コ
ド
モ
ン
」
と
デ
ジ
タ

ル
版
母
子
手
帳
「
母
子
モ
」
と

い
う
２
つ
の
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
い
ま
す
。 

ど
ち
ら
も
、
自
治
体
が
ア
プ

リ
提
供
事
業
者(

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業)

と
契
約
し
、
そ
の
う
え
で
保
護

者
は
ア
プ
リ
提
供
事
業
者
と
個

別
に
利
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
保
育
施

設
や
保
健
所
と
の
間
に
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
」
が
介
在
し
、
個
人
情

報
は
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
が
管

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

保
護
者
や
保
育
園
で
は
、
利

便
性
が
向
上
し
た
と
の
声
も
あ

り
ま
す
が
、
様
々
な
課
題
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

本
稿
は
、
分
科
会
の
稲
葉
多

喜
生
講
師
の
講
演
を
参
考
に
し

た
も
の
で
す
。 

 自
治
体
が
、
子
ど
も
の
個
人
情

報
収
集
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

説
明
せ
ず
「
合
意
」
す
る
仕
組
み

を
放
置
し
て
よ
い
の
か 

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
利
用

規
約
の
「
同
意
」
は
、
利
用
規

約
を
読
ま
な
く
て
も
「
同
意
」

で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お

り
、
明
示
的
に
同
意
を
得
て
い

る
と
は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。
自

治
体
が
契
約
し
て
住
民
に
利
用

さ
せ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ア

プ
リ
の
利
用
に
よ
っ
て
、
個
人

情
報
の
収
集
と
利
活
用
、
場
合

に
よ
っ
て
は
営
利
活
動
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
自
治
体
の
責
任

で
丁
寧
に
保
護
者
に
説
明
し
、

同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
も
、
同
等
の
質
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
権
利
を
保
障

す
べ
き
で
す
。 

 

自
治
体
が
、
子
育
て
支
援
や
保

育
の
向
上
に
つ
い
て
責
任
を
果

た
せ
な
く
な
る 

 

例
え
ば
コ
ド
モ
ン
は
、
保
育 
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回
自
治
体
学
校in

神
奈
川
に
参
加
し
ま
し
た 

渋
谷
区
の
子
育
て
支
援
ア
プ
リ…

個
人
情
報
保
護
は
大
丈
夫
!? 

 

 
 

 

 

に…
 

園
の
業
務
を
支
援
し
、
保
育
者
の
文
書
起
案
を
補

助
し
ま
す
が
、
保
育
者
が
子
ど
も
に
つ
い
て
考
察

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

実
際
、
導
入
し
て
い
る
保
育
現
場
で
は
、
子
ど
も

の
変
化
に
つ
い
て
、
保
育
士
同
士
の
集
団
的
検
討

が
な
く
な
り
専
門
的
経
験
の
蓄
積
が
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
と
の
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
は
、
自
治
体
と
し
て
保
育
や
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
任
せ
に
な
り
、
質
の
向

上
に
責
任
を
果
た
せ
な
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
議
会
は
、
民
間
企
業
の
事
業
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
く
な
り
、
結
局
、

住
民
の
声
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。 

 

デ
ー
タ
主
権
の
確
立
、
住
民
と
自
治
体
が
主
体
に 

 

子
育
て
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
普
及
の
背
景
に
、
個
人
情
報

の
保
護
や
地
方
自
治
を
置
き
去
り
に
し
て
、
膨
大

な
子
ど
も
の
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
企
業
の
利
益
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
財
界

と
政
府
の
新
自
由
主
義
政
策
が
あ
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
個
人
情
報
は
、
デ
ー
タ
主
体
で
あ
る

子
ど
も
の
も
の
で
あ
り
、
勝
手
に
利
活
用
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

Ｅ
Ｕ
は
、
２
０
１
８
年
に
、「
一
般
デ
ー
タ
保

護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）」
を
制
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企

業
が
市
民
の
合
意
な
く
、
デ
ー
タ
収
集
と
活
用
す

る
こ
と
を
厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ

ー
タ
主
体
が
求
め
れ
ば
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を

受
け
、
自
己
の
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
情

報
提
供
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

(

個
人
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権)

 

 

日
本
で
も
、
Ｅ
Ｕ
水
準
の
個
人
情
報
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
を
保
障
す
べ
き
で
す
。
自
治
体
と
し
て

も
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
契
約
を
結
ぶ
際
に
、
個
人
情
報
の

保
護
に
つ
い
て
独
自
の
利
用
規
約
を
盛
り
込
む

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自
治
体
と

し
て
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
を
導
入
し
て
も
、
保
育
や
子
育
て

の
質
を
ど
う
確
保
し
、
向
上
さ
せ
る
の
か
を
職
場

な
ど
で
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

子育て支援アプリの主な課題 

１．個人情報の収集や利活用についての説明が十分

でない 

※「利用規約」に本当に同意して利用しているか？ 

 公正取引委員会の調査では、「利用規約をすべて

読んでいる」は、５．５％。本当に利用規約に

「同意」しているといえるのでしょうか。 

 

２．保護者は、アプリの利用を合意せざるを得ない 

 コドモンの場合、保育園から利用を進められれ

ば、拒否しにくい。拒否した場合に、利用してい

る保護者と同等なサーヒスが受けられるか不明。 

 

３．個人情報が、ＩＣＴ企業の儲けのために利活用さ

れる可能性がある 

【コドモン利用規約】第７条 

第３項「当社は、お子様またはお客様の個人情報

を、以下の目的で利用することがあります。」 

第５項「当社ウエブサイト等や当社の販促物、イ

ベント等において児童の教育や育成にかかわる

情報として公開する可能性があります。」 

 

【母子モ利用規約】第７条の第２項 

「…取得した各情報は、当社サービスの商品開

発、機能評価・改善、マーケッティング分析、広

告配信、その他の当社の事業目的のために、…利

用」 

 

４．自治体が、コドモンを解約すると、コドモンが集

めた保育データは、次の事業者には引き継げな

い。 

 

５．自治体が保育園の質の向上や子育て支援につい

て、主体的な役割を果たせなくなる。保育や子育

ての水準が、ＩＣＴ企業に左右されることに…。 
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